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研究成果の概要（和文）：本研究はインドネシア共和国スラウェシ島南部に分布する南スラウェシ語群、カイリ・パモ
ナ語群、ブンク・トラキ語群、ムナ・ブトン語群、ウォトゥ・ウォリオ語群に属する言語の資料収集、系統研究および
個別言語の研究より成り立っている。研究成果は論文５件、学会発表など11件、書籍５件として発表された。５件の書
籍のうち、３件（うち１件は２巻本）は論集で、それぞれ７本、９本、21本の論文が収録されている。著者は研究代表
者、研究協力者、インドネシア人研究者、韓国人研究者である。

研究成果の概要（英文）：The present study consists of the collection of linguistic data from the language 
groups of South Sulawesi, Kaili-Pamona, Bungku-Tolaki, Muna-Buton, and Wotu-Wolio which are spoken in the 
south area of Sulawesi Island in the Republic of Indonesia, the investigation of the genetic 
relationships of those languages, and the research into the individual languages.
The findings were published in 5 papers, 11 presentations and 5 books. Three of the five books are 
collections of papers (one has two volumes), with 7, 9 and 21 papers included respectively. The authors 
are the chief researcher, research collaborators, researchers from Indonesia and researchers from South 
Korea.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究で対象にする「スラウェシ島南部の
諸言語」とは、いずれもオーストロネシア語
族に属する南スラウェシ（Sulawesi Selatan/ 
South Sulawesi）語群、カイリ・パモナ
（Kaili-Pamona）語群、ブンク・トラキ
（Bungku-Tolaki）語群、ムナ・ブトン
（Muna-Buton）語群、ウォトゥ・ウォリオ
（Wotu-Wolio）語群の言語のことである。そ
してこれらの語群の言語の多くは、消滅の危
機に瀕している。 
上記５語群はインドネシア共和国のスラ

ウェシ島の南部を中心に分布している。行政
上は南スラウェシ州、西スラウェシ州、中ス
ラウェシ州、東南スラウェシ州を含む地域で
ある。そしてインドネシアの国立言語研究所
の支所は州単位で存在している。本研究と関
係する支所は、南スラウェシ州の州都マカッ
サル市（西スラウェシ州も管轄）、中スラウ
ェシ州の州都パル市、東南スラウェシ州の州
都クンダリ市にある。そして言語・語群の分
布は境界線と一致しているわけではない。こ
のため資料収集はこれらの地域を網羅して
行わなければならないことになる。 
研究代表者はこれまでの研究を通して上

記の諸言語研究所と協力関係を構築してき
た。また当該地域にある大学の教員とも協力
関係を築いてきた。この協力体制に基づいて
５語群の言語資料を収集し、これまでよりも
精緻な研究を行うことを目指した。さらに各
研究機関に、さらに研究協力者を増やしより
多くの資料収集が出来る体制を構築した（こ
の点については６．研究組織、(4)研究協力
者を参照）。 
 
２．研究の目的 
 本研究の主たる目的は、これまで明確な基
準が明示されずに分類されてきた南スラウ
ェシ語群、カイリ・パモナ語群、ブンク・ト
ラキ語群、ムナ・ブトン語群、ウォトゥ・ウ
ォリオ語群の系統関係を研究代表者の専門
である比較言語学に基づいて解明すること
にある。 
 なお本研究の副次的な目的としては、現地
研究者の論文を中心に論集を発行すること
も含まれている。このことは現地研究者、特
に若手の研究者に研究成果発表の機会を与
え、現在消滅の危機に瀕している言語への関
心を高める効果も期待できる。 
 
３．研究の方法 
 インドネシアにおいては外国人が直接現
地調査を行うことは手続き上非常に煩雑で
あり、かつ時間を要する。研究代表者はこれ
までに協力関係を気づいた言語研究機関、大
学等の研究者を通して研究資料を収集した。
また合法的な範囲内で実際に現地を視察も
行った。 
 収集した資料を基に研究した成果を論文、
学会発表、書籍の形で発表してきた。書籍の

形で発表する際は現地に成果を還元するた
め、インドネシア語で出版した。 
 
４．研究成果 
研究成果 
(1)初年度（平成 24 年度） 
①資料収集 
インドネシアのマカッサル市、クンダリ市

を訪れ同地にある言語研究所、大学で研究資
料の収集を行った。またマレーシアのサバ州
においても研究資料の収集を行った。 
②成果の発表 
これらの資料を基に学会発表、論文の執筆

を行った。特に 10 月１日にはマカッサル市
で行われた「第２回南スラウェシの地域語国
際学会」で科研の成果を発表した。 
 
(2)平成 25 年度 
①資料収集 
インドネシアのマカッサル市、パル市、首

都ジャカルタ市を訪れ同地にある言語研究
所、大学で研究資料の収集を行った。特にパ
ル市では国立タドゥラコ大学において同大
学の求めに応じて教官、大学院生、学部生に
対して招待講演を行った。講演の第２部にお
いて科研費と中スラウェシ州の言語資料収
集がいかに重要かを説明した。 
②成果の発表 
平成 25 年度の成果は学会発表、論文、書

籍の形で発表した。書籍は当該地域の地域語
をテーマにした論集 Fonologi Bahasa Daerah 
di Pulau Sulawesi Bagian Selatan（スラウ
ェ シ 島 南 部 の 地 域 語 の 音 韻 論 ） と
Morfofonemik Bahasa Daerah di Pulau 
Sulawesi Bagian Selatan（スラウェシ島南
部の地域語の形態音韻論）としてまとめられ
た。論集には多くのインドネシア人研究者の
論文および研究代表者自身の比較言語学に
基づいた論文も収録された。 
 
(3)平成 26 年度 
①資料収集 
インドネシアのマカッサル市、クンダリ市、

バウバウ市（東南スラウェシ州）、トゥーカ
ン・ブシ諸島、首都ジャカルタ市で収集を行
った。バウバウ市では地元の大学を訪れ資料
収集を行った。またトゥーカン・ブシ諸島で
は北トゥーカン・ブシ（North Tukang Besi）
語、バジャウ（Bajau）語、国語のインドネ
シア語の使用状況を視察した。 
②成果の発表 
平成 26 年度の成果は、学会発表、論文の

形で発表した。特に 10 月７日にクンダリ市
で行われた「第２回東南スラウェシの地域語
学会」では科研の成果も含め、東南スラウェ
シの地域語の研究史と将来についての発表
を行った。論文「セレベス上位語群と南スラ
ウェシ語群の関係」、「スラウェシ島における
言語分類」では、本研究の主たる目的である
南スラウェシ語群、カイリ・パモナ語群、ブ



ンク・トラキ語群、ムナ・ブトン語群、ウォ
トゥ・ウォリオ語群を中心とした系統関係に
ついて論じた。 
 
(4)最終年度（平成 27 年度） 
①資料収集 
インドネシアのマカッサル市、クンダリ市、

ジャカルタ市で研究資料の収集を行った。特
にジャカルタ市では研究協力者の助力で、国
立科学院の図書館で資料収集することがで
きた。また地域語の使用状況を視察するため
ブギス（Bugis）語地域のパレパレ市、マカ
ッサル（Makassar）語使用地域のジェネポン
トを訪れた。さらに話者数が数百人とされて
いるスラヤル島のライヨロ（Laiyolo）語地
域、マカッサル語の方言か独立した言語が研
究者の見解が分かれる同島のスラヤル
（Selayar）語／方言地域も視察した。 
②成果の発表 
最終年度の成果は学会発表、論文、書籍の

形でまとめられた。学会発表「マカッサル語、
ブギス語再考」ではこれまでに諸説があるマ
カッサルグループとブギスグループに属す
るとされている言語について比較言語学に
基づき「再考」を行った。学会発表「インド
ネシア、スラウェシ島のサルアン・バンガイ
語群―系統上の位置づけ―」では、本科研で
収集した資料も加えスラウェシに分布する
非フィリピン系の語群の系統について発表
す る と と も に サ ル ア ン ・ バ ン ガ イ
（Saluan-Banggai）語群、トミニ・トリトリ
（Tomini-Tolitoli）語群の研究が重要であ
るという、今後の研究の方向も示唆した。 
書籍では 18 人のインドネシア人研究者、

韓国人研究者、研究代表者自身の論文を掲載
した２巻本の論集 Penelitian Bahasa Daerah 
Pulau Sulawesi Bagian Selatan dari Segi 
berbagai Bidang Linguistik（言語学の諸分
野から見たスラウェシ島南部の地域語）を出
版した。さらに４人の現地研究者による
Khazanah Sastra Daerah di Sulawesi Bagian 
Selatan（スラウェシ島南部の地域語文学の
宝典）を編纂した。また 2013 年に科研費（イ
ンドネシア・スラウェシ島南西部諸言語のデ
ータベース構築）（平成 21～23 年度）で出版
したビブリオグラフィーPenelitian Bahasa 
Daerah Pulau Sulawesi Bagian Selatan 
Indonesia 「インドネシアにおけるスラウェ
シ島南部の地域語研究」に本科研で収集した
資料を加えた第２版を出版した。近年各言語
研究所が単行本、雑誌を出版しているが、そ
れらを収録し当該地域の言語研究成果を知
ることが出来るように編纂した。 
 
(5)総括 
 ４年間の研究を通して主たる目的である
系統問題についての研究も含め十分な成果
を上げたと思われる。また多くの現地研究者
が論集に論文を載せることにより地域語に
ついての関心を高めるという意義があった。

この点は論集を出すたびに執筆者が増えた
ことでも判る。 
 本研究を通して新たな問題点も見つかっ
ている。本研究で扱った５語群に加え、サル
アン・バンガイ語群、トミニ・トリトリ語群
も含めたスラウェシ島の存在するすべての
非フィリピン系の語群についての研究の必
要性である。この点は今後の研究課題とした
い。 
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